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合成抗菌剤の一斉分析（ No.2 ）
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Column               ULTRON VX-ODS
(4.6mmφ×15cm)

Temp                  30 ℃
Flow Rate            1.0ml/min
Injection              20μl
Mobile Phase       A 10mM TFA
　　　　　　　 B Acetonitrile

28 32 3616128

Fig.1. Chromatogram of standard flow rate (1ml/min).

Fig.2. Chromatogram of rapid flow rate (2ml/min).

1. ｱﾝﾌﾟﾛﾘｳﾑ 9.3 ppm
2. ｻﾙﾌｧﾒﾗｼﾞﾝ 8.6 ppm
3. ｻﾙﾌｧｼﾞﾐｼﾞﾝ 8.4 ppm
4. ﾁｱﾝﾌｪﾆｺｰﾙ 8.6 ppm
5. ﾌﾗｿﾞﾘﾄﾞﾝ 8.4 ppm
6. ｵｷｼﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ 8.7 ppm
7. ｻﾙﾌｧﾓﾉﾒﾄｷｼﾝ 9.1 ppm
8. ｵｷｿﾘﾝ酸 8.6 ppm
9. ｻﾙﾌｧｼﾞﾒﾄｷｼﾝ 9.7 ppm
10. ｻﾙﾌｧｷﾉｷｻﾘﾝ 10  ppm

1. ｱﾝﾌﾟﾛﾘｳﾑ 3.6 ppm
2. ｻﾙﾌｧﾒﾗｼﾞﾝ 6.1 ppm
3. ｻﾙﾌｧｼﾞﾐｼﾞﾝ 7.5 ppm
4. ﾁｱﾝﾌｪﾆｺｰﾙ 6.8 ppm
5. ﾌﾗｿﾞﾘﾄﾞﾝ 5.8 ppm
6. ｵｷｼﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ 8.7 ppm
7. ｻﾙﾌｧﾓﾉﾒﾄｷｼﾝ 9.1 ppm
8. ｵｷｿﾘﾝ酸 5.7 ppm
9. ｻﾙﾌｧｼﾞﾒﾄｷｼﾝ 9.7 ppm
10. ｻﾙﾌｧｷﾉｷｻﾘﾝ 7.9 ppm
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Column               ULTRON VX-ODS
(4.6mmφ×15cm)

Temp                  40 ℃
Flow Rate            2.0ml/min
Injection              20μl
Mobile Phase       A 10mM TFA
　　　　　　　　 B Acetonitrile 

ベースライン補正済み

ベースライン補正済み



ULTRON　　　　VX-ODS による

サルファ系、その他合成抗菌剤１０種一斉分析（２）

価 格 (円)カラムサイズ（ｍｍ）粒子径（μｍ）カ　ラ　ム

　３６,０００１５０×４.６ I.D.５　ＶＸ-ＯＤＳ

　４１,０００２５０×４.６ I.D.５　ＶＸ-ＯＤＳ

　２５,０００　１０×４.０ I.D.５ＶＸ-ＯＤＳ.Ｇ

　４５,０００１５０×６.０ I.D.５　ＶＸ-ＯＤＳ
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仕様及び価格は改良のため予告なく変更させていただくことがございます。予めご了承下さい。

食肉中の抗菌剤、抗生物質 は大きく次の２種に分けられます。

　１）試料中に混入されているもの
　２）動物に直接注射されるもの

　これら試料を一斉分析する際には、抽出、除タンパク等の前処理が必要となり
ます。しかし、前処理後の試料も夾雑物を多く含み、物質の性質（疎水性等）が
大きく異なる物質が同時に存在しています。

　そのような試料を一斉に分析するためには、グラジエント溶離法が必要となり
ます。グラジエント溶離法を効果的に使用するには、固定相と移動相との分配平
衡が速いカラムが必要となります。

　　　　ULTRON　　　　VX-ODS は、分配平衡を速くするように設計され

ており、この目的に最適なカラムであると考えます。

　また、グラジエント溶離法を使用した際、同一の平均 k’ では流速を速くした
ほうが Rs が向上することが知られています。
　今回、通常の流速のほか流速を２倍にし測定時間を約半分にしたモードを使用
して合成抗菌剤１０種の一斉分析をいたしました。


